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1. 2024年12月期第2四半期（中間期）の連結業績（2024年1月1日～2024年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期中間期 16,845 2.5 589 △19.8 709 △11.7 464 △0.5

2023年12月期中間期 16,435 8.3 734 16.6 803 12.1 466 15.8

（注）包括利益 2024年12月期中間期　　540百万円 （1.7％） 2023年12月期中間期　　531百万円 （13.5％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2024年12月期中間期 141.30 ―

2023年12月期中間期 142.38 ―

（注）当社は、2024年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、

　　　１株当たり中間純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年12月期中間期 21,402 10,033 41.8

2023年12月期 22,731 9,689 38.0

（参考）自己資本 2024年12月期中間期 8,951百万円 2023年12月期 8,644百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年12月期 ― 0.00 ― 110.00 110.00

2024年12月期 ― 0.00

2024年12月期（予想） ― 60.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）当社は、2024年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2023年12月期については、当該株式分割前の実際の配当金

　　　の額を記載しております。2024年12月期（予想）については、株式分割後の数値を記載しております。（参考）株式分割を考慮しない場合の年間配当金

　　　2024年12月期(予想) 120.00円

3. 2024年12月期の連結業績予想（2024年 1月 1日～2024年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,200 2.3 1,440 1.3 1,590 1.0 984 0.8 299.99

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）当社は、2024年７月１日付で普通株式１株を２株の割合で株式分割を行っております。１株当たり当期純利益は株式分割後の数値を記載しておりま

　　　す。



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年12月期中間期 3,480,660 株 2023年12月期 3,480,660 株

② 期末自己株式数 2024年12月期中間期 188,920 株 2023年12月期 196,300 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2024年12月期中間期 3,286,410 株 2023年12月期中間期 3,276,430 株

（注）当社は、2024年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮

　　　定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。なお、当該株式分割の影響を考慮しない場合、「期

　　　末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」は以下の通りとなります。

　　　期末発行済株式数(自己株式を含む）2024年12月期中間期 1,740,330株　2023年12月期　　　　　1,740,330株

　　　期末自己株式数　　　　　　　　　　　　　2024年12月期中間期 　　94,460株　2023年12月期　　　　　　 98,150株

　　　期中平均株式数　　　　　　　　　　　　　2024年12月期中間期 1,643,205株　2023年12月期中間期 1,638,215株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、日経平均株価の史上最高値の更新や好調な企業収益を背景に景気は

緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、世界的な物価の上昇、中国経済の先行きや中東地域などにおける

地政学リスクの高まりなど、海外景気の下振れに伴う景気後退リスクが懸念されております。

建設業界におきましては、公共投資においては堅調に推移しておりますが、民間投資においては、住宅建設は弱

含んでおり、非住宅建設は持ち直しの動きがみられるものの、工事の進捗の遅れから手持ち工事高が積み上がって

おります。また、原材料価格をはじめとした運送費や人件費など各種コストの高騰が続いており、厳しい経営環境

が続いております。

このような経営環境の中、当社グループにおきましては、三本の事業セグメントを柱に、多角的で安定した成長

を続け、建設セグメントビジネスに特化した建設資材商社のNo.１を目指して取り組んでまいりました。内装建材

事業及びエクステリア事業がグループ全体の成長を牽引しており、住環境関連事業においては、中部地域を拠点に

他事業セグメントとのシナジーを図りながら、三本目の事業の柱となるべく、成長戦略に取り組んでおります。

内装建材事業におきましては、堅調な建設需要により物流量の増加を見込んでおりましたが、職工不足や輸送リ

ードタイムの長期化など様々な影響により、各工事物件において工期に遅れが発生し、低調な荷動きとなっており

ます。利益面では、建設資材価格の値上がり状況が一服し、受注競争が強まったことから、販売価格の維持が難し

く、人件費等のコスト増加の影響もあり、前年同期比において増収減益となりました。エクステリア事業及び住環

境関連事業においては、住宅建設市場の伸び悩みや人件費等の増加により、減収減益となり、当社グループの業績

は前年同期比において増収減益となりました。

この結果、当中間連結会計期間の売上高は、168億45百万円（前年同期比2.5％増）、営業利益５億89百万円（前

年同期比19.8％減）、経常利益７億９百万円（前年同期比11.7％減）となりました。また、連結子会社である株式

会社アイシンの土地の収用に係る受取補償金を特別利益に計上した結果、親会社株主に帰属する中間純利益は４億

64百万円（前年同期比0.5％減）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（内装建材事業）

内装建材事業は、売上高は86億29百万円（前年同期比8.4％増）、営業利益は５億74百万円（前年同期比2.9％

減）となりました。

当中間連結会計期間においては、職工不足や輸送リードタイムの長期化等により工事が全国的に遅れている傾向

にあるため、荷動きが鈍化しておりますが、積極的な営業活動に努めたことで前年同期を上回る売上高となりまし

た。利益面では、建設資材価格の値上がり状況が一服し、受注競争が強まったことから、販売価格の維持が難し

く、人件費等のコスト増加の影響もあり、前年同期比において増収減益となりました。

（エクステリア事業）

エクステリア事業は、売上高は60億49百万円（前年同期比2.8％減）、営業利益は２億40百万円（前年同期比

29.7％減）となりました。

当中間連結会計期間においては、新設住宅着工戸数が減少しているため荷動きが鈍く、人件費等のコスト増加も

重なり、前年同期比において減収減益となりました。

（住環境関連事業）

住環境関連事業は、売上高は22億43百万円（前年同期比3.9％減）、営業利益は70百万円（前年同期比28.5％

減）となりました。

当中間連結会計期間においては、販売価格の上昇から住宅建設市場が低迷し、中京圏における建築工事の数が伸

び悩んだことや、拡大戦略のための人材投資によるコストアップの影響により、前年同期比において減収減益とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当中間連結会計期間末における資産合計は214億２百万円となり、前連結会計年度末に比べて13億29百万円減少

いたしました。これは主に、現金及び預金が５億37百万円、受取手形及び売掛金が９億14百万円、電子記録債権が

66百万円、顧客関連資産が26百万円減少し、商品が79百万円、流動資産のその他が53百万円、有形固定資産のその

他が65百万円増加したことによるものであります。
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売上高 352億円

営業利益 14億40百万円

経常利益 15億90百万円

親会社株主に帰属する当期純利益 ９億84百万円

（負債）

当中間連結会計期間末における負債合計は113億69百万円となり、前連結会計年度末に比べて16億72百万円減少

いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金が11億88百万円、短期借入金が50百万円、１年内返済予定の長期

借入金が１億50百万円、賞与引当金が24百万円、流動負債のその他が77百万円、長期借入金が１億85百万円減少し

たことによるものであります。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は100億33百万円となり、前連結会計年度末に比べて３億43百万円増

加いたしました。これは主に、配当金の支払及び親会社株主に帰属する中間純利益の計上等により利益剰余金が２

億83百万円、非支配株主持分が35百万円増加したことによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末と比べ、５

億37百万円減少し、55億44百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
営業活動の結果獲得した資金は、１億４百万円（前年同期は２億26百万円の使用）となりました。これは主に、

税金等調整前中間純利益７億86百万円、減価償却費53百万円の計上、顧客関連資産償却額26百万円、売上債権の減

少９億74百万円の一方で、賞与引当金の減少24百万円、保険解約益36百万円、受取補償金76百万円、棚卸資産の増

加62百万円、仕入債務の減少12億１百万円、法人税等の支払額２億66百万円、その他による減少63百万円などによ

るものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、43百万円（前年同期は５億39百万円の使用）となりました。これは主に、定期

預金の払戻による収入４億円、保険積立金の解約による収入２億２百万円の一方で、定期預金の預入による支出４

億円、有形固定資産の取得による支出１億29百万円、投資有価証券の取得による支出98百万円、保険積立金の積立

による支出26百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、５億98百万円（前年同期は０百万円の獲得）となりました。これは主に、短期

借入金の純減少額50百万円、長期借入金の返済による支出３億35百万円、配当金の支払額１億80百万円、非支配株

主への配当金の支払額30百万円などによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年12月期通期の業績予想につきましては、2024年２月14日に公表いたしました業績予想に変更はありませ

ん。

なお、ウクライナ・中東情勢等の地政学リスク、不安定な為替相場や金融政策の動向等、依然として先行き不透

明な状況が続くものと見込まれており、今後の状況の変化により、業績予想の修正が必要となった場合には速やか

に開示いたします。

［ご参考 2024年度（2024年12月期連結業績見通し）］

(注) 上記連結業績見通しに関する注意事項

2024年度（2024年12月期）連結業績予想値は、現時点で入手可能な情報をもとに行った見通しであります。その

ため、上記連結業績予想数値はこれらの要因の変動により大きく異なる場合があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,502,832 5,965,369

受取手形及び売掛金 ※ 6,897,616 ※ 5,983,372

電子記録債権 ※ 1,684,895 ※ 1,618,510

商品 1,319,256 1,399,077

その他 145,950 199,281

貸倒引当金 △927 △1,070

流動資産合計 16,549,625 15,164,542

固定資産

有形固定資産

土地 3,255,504 3,258,784

その他（純額） 1,080,464 1,146,381

有形固定資産合計 4,335,968 4,405,166

無形固定資産

顧客関連資産 323,670 296,698

その他 21,696 19,893

無形固定資産合計 345,367 316,591

投資その他の資産

その他 1,546,232 1,561,466

貸倒引当金 △45,203 △45,202

投資その他の資産合計 1,501,029 1,516,264

固定資産合計 6,182,366 6,238,022

資産合計 22,731,991 21,402,564

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※ 8,405,616 ※ 7,216,798

電子記録債務 ※ 1,283,949 ※ 1,271,596

短期借入金 370,000 320,000

１年内返済予定の長期借入金 571,692 421,678

未払法人税等 288,908 317,495

賞与引当金 178,104 153,690

その他 680,022 602,527

流動負債合計 11,778,292 10,303,786

固定負債

長期借入金 771,291 585,471

役員退職慰労引当金 27,336 22,425

資産除去債務 26,789 26,887

その他 438,496 430,933

固定負債合計 1,263,913 1,065,718

負債合計 13,042,206 11,369,505

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(2024年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 885,134 885,134

資本剰余金 1,324,253 1,334,675

利益剰余金 6,533,995 6,817,722

自己株式 △117,461 △113,377

株主資本合計 8,625,922 8,924,155

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18,345 27,578

その他の包括利益累計額合計 18,345 27,578

非支配株主持分 1,045,516 1,081,325

純資産合計 9,689,785 10,033,059

負債純資産合計 22,731,991 21,402,564
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

売上高 16,435,467 16,845,892

売上原価 13,426,634 13,848,178

売上総利益 3,008,832 2,997,713

販売費及び一般管理費 ※ 2,274,100 ※ 2,408,105

営業利益 734,732 589,608

営業外収益

受取利息 1,666 2,029

受取配当金 955 1,010

仕入割引 50,980 68,621

投資有価証券売却益 1,618 －

保険解約益 1,255 36,562

その他 16,057 16,192

営業外収益合計 72,534 124,416

営業外費用

支払利息 1,672 2,241

賃貸費用 946 749

その他 967 1,603

営業外費用合計 3,586 4,594

経常利益 803,680 709,431

特別利益

受取補償金 － 76,576

特別利益合計 － 76,576

税金等調整前中間純利益 803,680 786,007

法人税、住民税及び事業税 258,411 296,135

法人税等調整額 17,898 △40,772

法人税等合計 276,309 255,362

中間純利益 527,371 530,645

非支配株主に帰属する中間純利益 60,862 66,278

親会社株主に帰属する中間純利益 466,508 464,366

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

（中間連結会計期間）
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

中間純利益 527,371 530,645

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,734 9,472

その他の包括利益合計 3,734 9,472

中間包括利益 531,105 540,117

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 470,011 473,599

非支配株主に係る中間包括利益 61,094 66,518

（中間連結包括利益計算書）

（中間連結会計期間）
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 803,680 786,007

減価償却費 44,567 53,104

顧客関連資産償却額 26,972 26,972

賞与引当金の増減額（△は減少） △57,229 △24,414

貸倒引当金の増減額（△は減少） △304 142

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △242,012 △4,911

受取利息及び受取配当金 △2,622 △3,039

支払利息 1,672 2,241

投資有価証券売却損益（△は益） △1,618 －

保険解約益 △1,255 △36,562

受取補償金 － △76,576

売上債権の増減額（△は増加） 647,539 974,074

棚卸資産の増減額（△は増加） △18,481 △62,191

仕入債務の増減額（△は減少） △1,154,075 △1,201,293

その他 37,518 △63,547

小計 84,351 370,006

利息及び配当金の受取額 2,602 3,010

利息の支払額 △1,646 △2,208

法人税等の支払額 △312,878 △266,036

法人税等の還付額 1,169 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △226,402 104,772

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △390,355 △400,587

定期預金の払戻による収入 390,354 400,586

有形固定資産の取得による支出 △519,555 △129,341

有形固定資産の売却による収入 386 3,084

無形固定資産の取得による支出 △7,010 △288

投資有価証券の取得による支出 △455 △98,457

投資有価証券の売却による収入 2,120 －

貸付けによる支出 △10,730 △400

貸付金の回収による収入 7,910 8,199

保険積立金の積立による支出 △30,883 △26,276

保険積立金の解約による収入 18,945 202,133

その他 △440 △2,341

投資活動によるキャッシュ・フロー △539,712 △43,688

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △50,000

長期借入れによる収入 400,000 －

長期借入金の返済による支出 △230,852 △335,834

自己株式の取得による支出 △456 △490

配当金の支払額 △130,519 △180,169

非支配株主への配当金の支払額 △36,260 △30,710

その他 △1,876 △1,344

財務活動によるキャッシュ・フロー 36 △598,548

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △766,078 △537,464

現金及び現金同等物の期首残高 5,525,452 6,082,246

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 4,759,373 ※ 5,544,781

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前連結会計年度
（2023年12月31日）

当中間連結会計期間
（2024年６月30日）

受取手形及び売掛金 197,666千円 148,455千円

電子記録債権 101,878 170,951

支払手形及び買掛金 955,324 813,664

電子記録債務 360,875 377,093

（中間連結貸借対照表に関する注記）

※　中間連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日等をもって決済処理をしております。

なお、当中間連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の中間連結会計期間末日満期手形等が、中間

連結会計期間末日残高に含まれております。

前中間連結会計期間
（自  2023年１月１日

　　至  2023年６月30日）

当中間連結会計期間
（自  2024年１月１日

　　至  2024年６月30日）

荷造運搬費 277,483千円 277,748千円

貸倒引当金繰入額 △304 255

役員報酬 87,267 90,392

給料及び手当 917,250 971,350

賞与引当金繰入額 127,370 153,690

退職給付費用 31,223 30,630

役員退職慰労引当金繰入額 8,787 3,877

福利厚生費 205,505 221,450

賃借料 188,849 195,102

減価償却費 44,238 52,792

顧客関連資産償却額 26,972 26,972

（中間連結損益計算書に関する注記）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

前中間連結会計期間
（自  2023年１月１日

至  2023年６月30日）

当中間連結会計期間
（自  2024年１月１日

至  2024年６月30日）

現金及び預金勘定 5,179,959千円 5,965,369千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △420,585 △420,587

現金及び現金同等物 4,759,373 5,544,781

（中間連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

内装建材事業 エクステリア事業 住環境関連事業

売上高

顧客との契約から生じる収益 7,959,098 6,141,658 2,334,710 16,435,467

外部顧客への売上高 7,959,098 6,141,658 2,334,710 16,435,467

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ 81,350 － 81,350

計 7,959,098 6,223,008 2,334,710 16,516,817

セグメント利益 591,510 342,349 98,632 1,032,492

利益 金額

報告セグメント計 1,032,492

全社費用（注） △297,759

中間連結損益計算書の営業利益 734,732

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自 2023年１月１日　至 2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の管理部門にかかる費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

内装建材事業 エクステリア事業 住環境関連事業

売上高

顧客との契約から生じる収益 8,629,883 5,972,977 2,243,031 16,845,892

外部顧客への売上高 8,629,883 5,972,977 2,243,031 16,845,892

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ 76,223 － 76,223

計 8,629,883 6,049,200 2,243,031 16,922,115

セグメント利益 574,492 240,684 70,498 885,675

利益 金額

報告セグメント計 885,675

全社費用（注） △296,067

中間連結損益計算書の営業利益 589,608

Ⅱ　当中間連結会計期間（自 2024年１月１日　至 2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の管理部門にかかる費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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現　行　定　款 変　更　後　定　款

（発行可能株式総数）

第６条　当会社の発行可能株式総数は、2,340,000株とす

る。

（発行可能株式総数）

第６条　当会社の発行可能株式総数は、4,680,000株とす

る。

（重要な後発事象）

（株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更）

当社は、2024年５月30日開催の取締役会決議に基づき、2024年７月１日を効力発生日として、株式分割及び株

式分割に伴う定款の一部変更を行っております。

１．株式分割

（１）株式分割の目的

投資単位当たりの金額を引き下げることにより、当社株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図ることを

目的としております。

（２）株式分割の概要

①　分割の方法

2024年６月30日（実質的には2024年６月28日）を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録され

た株主の所有する普通株式を、１株につき２株の割合をもって分割いたしました。

②　分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数　　　　　1,740,330株

株式分割により増加する株式数　　　　1,740,330株

株式分割後の発行済株式総数　　　　　3,480,660株

株式分割後の発行可能株式総数　　　　4,680,000株

③　分割の日程

基準日公告日　　　　2024年６月14日

基準日　　　　　　　2024年６月30日（実質的には2024年６月28日）

効力発生日　　　　　2024年７月１日

④　１株当たり情報に及ぼす影響

当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して算出し、中間連結財務諸表の「注記事項（１

株当たり情報）」に記載しております。

（３）その他

①　資本金の額の変更

今回の株式の分割に際して、資本金の額の変更はありません。

②　取締役（監査等委員であるもの及び社外取締役を除く。）に対して付与する譲渡制限付株式の総数の調整

2023年３月28日開催の第65回定時株主総会決議において、取締役（監査等委員であるもの及び社外取締役

を除く。）に対して付与する譲渡制限付株式の総数は年8,000株以内とし、株式分割が行われた場合には

当該譲渡制限付株式の総数を合理的に調整することができることをご承認頂いております。これに基づ

き、2024年７月１日より、譲渡制限付株式の総数の上限を16,000株としております。

２．株式分割に伴う定款の一部変更

（１）定款変更の理由

株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づき、2024年７月１日をもって、現行定款第６条（発

行可能株式総数）に定める発行可能株式総数を変更いたしました。

（２）定款変更の内容

変更の内容は次のとおりであります。

（下線は変更部分）

（３）定款変更の日程

効力発生日　　　　　2024年７月１日
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